
学校番号 ２０７ 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ ３ 第３学年 

CROWN English Expression 
Ⅱ New Edition  

ランダム演習形式による クロ
ーザー 頻出英文法・語法問題 

スクランブル英文法・語法
Scramble 4th Edition 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語の語彙や文法を中心に学習します。これらは実際のコミュニケーションでどのように使われるか、

ということを意識して学習することが大切です。またそれらを使い、事実や意見などを多様な面から考

察し論理展開や表現方法を工夫しながら伝える能力を養います。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位）「英語表現Ⅱ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 

◇趣味やクラブ活

動などの身近なト

ピックについてゆ

っくりはっきりと

話されれば具体的

な情報を聞き取る

ことができる。 

◇ダンスや物の制

作など一連の行動

の手順について、

ゆっくりはっきり

と指示されればそ

のとおり行うこと

ができる。 

英 語
理解・
英 語
表現・
デ ィ
ス カ
ッ シ
ョン 

◆自分のことや身

の回りのことにつ

いて簡単な紹介や

説明を求められて

も、即興で適切に応

答することができ

る。 

◇◆簡単な語や表

現を使って互いの

意見交換（賛成か

反対か、どう思っ

ているかなど）を

することができ

る。 

英 語 理
解・英語
表現・定
期考査 
 

◇有名人物の伝記

や歴史上の出来

事についての英

文を読み、適宜

辞書も利用しな

がら事実関係を

把握することが

できる。 

◇簡単な英語で表

現されていれ

ば、ガイドブッ

クなどを読んで

必要な情報を見

つけ出すことが

できる。 

英 語
理解・
リ ス
ニ ン
グ テ
スト 

◇◆身近な話題

に関して読んだ

り聞いたりした

内容の要点を文

章で書くことが

できる。 

◇◆身近な話題

に関して読んだ

り聞いたりした

内容に対する意

見や感想を基礎

的な語彙を用い

て書くことがで

きる。 

英語理
解・英
語 表
現・定
期考査 
 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関
心をもち、積極的に言語活
動を行い、コミュニケーシ
ョンを図ろうとしている
かを的確に評価できる方
法で実施。 

CAN-DOリストによる「話す
こと」と「書くこと」の到
達目標を的確に評価でき
る方法で実施。 

CAN-DOリストによる「聞く
こと」と「読むこと」の到
達目標を的確に評価でき
る方法で実施。 

英語やその運用について
の知識を身に付けている
とともに、その背景にある
文化などを理解している
かどうかを的確に評価で
きる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 1 
Lesson1 
 (２時間) 

「英語の外
来語」に関す
る内容 
※使用場面 
家庭・学校／
会話 
※言語の働
き 
説明する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の知る和製
英語を紹介するこ
とに積極的に取り
組み、コミュニケ
ーションを図ろう
とする。 
・時制、助動詞、
受動態についての
理解を深め、コミ
ュニケーションを
図ろうとする。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 
 

「外国語表現の能力」 

・時制、助動詞、
受動態を理解して
適切な英語を書く
ことができる。 
①現在完了形、過
去完了形、未来完
了形 
②時・条件の副詞
節と共に用いる未
来形 
③助動詞＋完了形 
④句動詞の受動態 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 
 

「外国語理解の能力」 

・和製英語につい
ての内容を聞き取
ること、読み取る
ことができる。 
 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・和製英語を紹介
する表現を理解し
ている。 
・時制、助動詞、
受動態を理解して
いる。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

Lesson2 
(２時間) 
 
 
 
 

「インスタ
ント・ラーメ
ン」に関する
内容 
※使用場面 
家庭・学校／
会話 
※言語の働
き 
説明する 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本食を紹介す
ることに積極的に
取り組み、コミュ
ニケーションを図
ろうとする。 
・不定詞、動名
詞、分詞について
の理解を深め、コ
ミュニケーション
を図ろうとする。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、そ
れを参考にしながら
ペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・日本食を紹介し
て話すことができ
る。 
・不定詞、動名
詞、分詞を理解し
て適切な英語を書
くことができる。 
①不定詞、動名詞
の完了形 
②〈形容詞＋不定

各セクションの内容
を口頭で要約する。ペ
アでメモに基づいて
内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 
 



詞〉の構文 
③〈形容詞・副詞
＋enough＋不定
詞〉の構文 
④〈worth＋動名
詞〉の構文 
⑤完了分詞構文 
⑥付帯状況を表す
withの用法 

「外国語理解の能力」 

・日本食を紹介す
る内容を聞き取る
こと、読み取るこ
とができる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本食を紹介す
る表現を理解して
いる。 
・不定詞、動名
詞、分詞の用法を
理解している。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson3 
(２時間) 
 
 
 
 

「フェルメ
ール」に関す
る内容 
※使用場面 
学校／スピ
ーチ 
※言語の働
き 
紹介する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の好きな絵
や写真を紹介する
ことに積極的に取
り組み、コミュニ
ケーションを図ろ
うとする。 
・比較、関係詞に
ついての理解を深
め、コミュニケー
ションを図ろうと
する 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・比較、関係詞を
理解して適切な英
語を書くことがで
きる。 
①倍数表現 
②〈the＋序数詞＋
最上級〉の構文 
③〈the＋比較級〉
の構文 
④比較級や同等比
較の構文を用いた
最上級表現 
⑤〈前置詞＋関係
代名詞〉の構文 
⑥関係詞の非制限
用法 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・自分の好きな絵
や写真を紹介する
内容を聞き取るこ
と、読み取ること
ができる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 



自分の好きな絵や
写真を紹介する表
現を理解してい
る。 
・比較、関係詞の
用法を理解してい
る。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

Lesson4 
(２時間) 
 

「宇宙エレ
ベーター」に
関する内容 
※使用場面 
家庭・学校／
スピーチ 
※言語の働
き 
推論する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・身の回りの人や
物がみなロボット
だった場合を想像
して説明すること
に積極的に取り組
み、コミュニケー
ションを図ろうと
する。 
・仮定法、接続詞
についての理解を
深め、コミュニケ
ーションを図ろう
とする。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 
 

「外国語表現の能力」 

・仮定法、接続詞
を理解して適切な
英語を書くことが
できる。 
①直説法と仮定法 
②倒置を用いた仮
定法の構文 
③仮定法現在 
④仮定法を用いた
丁寧な依頼表現 
⑤〈so ～ that …
構文〉と〈such ～ 
that ...構文〉 
⑥目的を表す接続
詞の用法 
⑦様態を表す接続
詞の用法 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・身の回りの人や
物がみなロボット
だった場合を想像
して説明する内容
を聞き取ることが
できる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・身の回りの人や
物がみなロボット
だった場合を想像
して説明する表現
を理解している。 
・仮定法、接続詞
の用法を理解して
いる。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson5 
(２時間) 
 

「南極」に関
する内容 
※使用場面 
家庭・学校／
会話 
※言語の働

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界遺産に加え
たいと思う日本の
場所を紹介するこ
とに積極的に取り
組み、コミュニケ

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材



き 
説明する 

ーションを図ろう
とする。 
・疑問詞について
の理解を深め、コ
ミュニケーション
を図ろうとする。 

料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・疑問詞を理解し
て適切な英語を書
くことができる。 
①直接疑問と間接
疑問 
②〈疑問詞＋do 
you think …?〉の
疑問文 
③who/whom を用い
た疑問文 
④howを用いた疑問
文 
⑤〈how＋形容詞・
副詞〉の疑問文 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 
 

「外国語理解の能力」 

・世界遺産に加え
たいと思う日本の
場所を紹介する内
容を聞き取ること
ができる。 
 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・世界遺産に加え
たいと思う日本の
場所を紹介する表
現を理解してい
る。 
・疑問詞の用法を
理解している。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

Lesson6 
(２時間) 
 

「手塚治虫」
に関する内
容 
※使用場面 
学校／スピ
ーチ 
※言語の働
き 
紹介する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本固有の文化
を表すものを紹介
することに積極的
に取り組み、コミ
ュニケーションを
図ろうとする。 
・否定についての
理解を深め、コミ
ュニケーションを
図ろうとする。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・否定を理解して
適切な英語を書く
ことができる。 
①全体否定と部分
否定 
②準否定語 
③否定の意味を強
調する表現 
④否定語を使わな
い否定表現 
⑤no = not any 
⑥二重否定 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・日本固有の文化
を表すものについ
ての内容を聞き取
ることができる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判



断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本固有の文化
を表すものを紹介
する表現を理解し
ている。 
・否定の用法を理
解している。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson7 
(２時間) 

「フード・ロ
ス」に関する
内容 
※使用場面 
家庭・学校／
会話 
※言語の働
き 
理由を述べ
る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・今日、最大の環
境問題について話
すことに積極的に
取り組み、コミュ
ニケーションを図
ろうとする。 
・特殊構文につい
ての理解を深め、
コミュニケーショ
ンを図ろうとす
る。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 
 

「外国語表現の能力」 

・特殊構文を理解
して適切な英語を
書くことができ
る。 
①無生物主語構文 
②強調構文 
③倒置構文 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・今日、最大の環
境問題についての
内容を聞き取るこ
と、読み取ること
ができる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・今日、最大の環
境問題についての
表現を理解してい
る。 
・特殊構文の用法
を理解している。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

Lesson8 
(２時間) 

「キューバ」
に関する内
容 
※使用場面 
家庭・学校／
スピーチ 
※言語の働
き 
説明する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分が関心を持
っている国につい
て説明することに
積極的に取り組
み、コミュニケー
ションを図ろうと
する。 
・名詞、冠詞につ
いての理解を深
め、コミュニケー
ションを図ろうと
する。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 
 

「外国語表現の能力」 

・名詞、冠詞を理
解して適切な英語
を書くことができ
る。 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用



①総称的用法 
②可算名詞と不可
算名詞 
③集合名詞 
④抽象名詞 
⑤the＋形容詞 
⑥不定冠詞の用法 

る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

する。 
 

「外国語理解の能力」 

・自分が関心を持
っている国につい
ての内容を聞き取
ることができる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分が関心を持
っている国につい
て説明する表現を
理解している。 
・名詞、冠詞の用
法を理解してい
る。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson9 
(２時間) 

「地雷除去
ネズミ」に関
する内容 
※使用場面 
家庭・学校／
会話 
※言語の働
き 
主張する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・平和な世界を築
くために大切だと
思うことを話すこ
とに積極的に取り
組み、コミュニケ
ーションを図ろう
とする。 
・代名詞について
の理解を深め、コ
ミュニケーション
を図ろうとする。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 
 

「外国語表現の能力」 

・代名詞を理解し
て適切な英語を書
くことができる。 
①oneと itの用法 
②that/those の用
法 
③形式主語 itの構
文 
④形式目的語 itの
構文 
⑤someと otherの
用法 
⑥oneと otherの用
法 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・平和な世界を築
くために大切だと
思うことについて
の内容を聞き取る
ことができる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・平和な世界を築
くために大切だと
思うことについて
の表現を理解して

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識



いる。 
・代名詞の用法を
理解している。 

を読んで解答す
る。 

が身についている
か判断する。 

Lesson10 
(２時間) 
 
 

「人生で出
会うべき３
人」に関する
内容 
※使用場面 
家庭・学校／
会話 
※言語の働
き 
説明する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・高校生活で最も
驚いた経験を話す
ことに積極的に取
り組み、コミュニ
ケーションを図ろ
うとする。 
・形容詞、副詞に
ついての理解を深
め、コミュニケー
ションを図ろうと
する。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・形容詞、副詞を
理解して適切な英
語を書くことがで
きる。 
①形容詞の限定用
法 
②分詞形容詞 
③-thing＋形容詞 
④a large amount 
of＋不可算名詞 
⑤a large number 
of＋可算名詞 
⑥of＋抽象名詞＝
形容詞 
⑦almostと allの
用法 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・高校生活で最も驚
いた経験について
の内容を聞き取る
ことができる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・高校生活で最も驚
いた経験について
の表現を理解して
いる。 
・形容詞、副詞の用
法を理解している。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 
 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part2 
Lesson1 
(３時間) 
 

「ジョン万
次郎の手紙」
に関する内
容 
※使用場面 
手紙 
※言語の働
き 
感謝する、依
頼する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・お礼の手紙を書
くことに積極的に
取り組み、コミュ
ニケーションを図
ろうとする。 
・感謝・祝福、喜
び・同情・心配、
確信の表現につい
ての理解を深め、
コミュニケーショ
ンを図ろうとす
る。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 



・感謝・祝福、喜
び・同情・心配、
確信の表現を理解
して適切な英語を
書くことができ
る。 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・宿題についてや
り取りする高校生
同士の会話の内容
を聞き取ることが
できる。 
・お例の手紙につ
いての内容を読み
取ることができ
る。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・お礼の手紙に関
する表現を理解し
ている。 
・感謝・祝福、喜
び・同情・心配、
確信の表現を理解
している。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

Lesson2 
(３時間) 
 

「スヌーピ
ーの気持ち」
に関する内
容 
※使用場面 
漫画 
※言語の働
き 
望む 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ALTに原稿の添削
を依頼する英文を
書くことに積極的
に取り組み、コミ
ュニケーションを
図ろうとする。 
・希望・願望、依
頼・要請、許可の
表現についての理
解を深め、コミュ
ニケーションを図
ろうとする。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・希望・願望、依
頼・要請、許可の
表現を理解して適
切な英語を書くこ
とができる。 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 
 

「外国語理解の能力」 

・海外からの留学
生と日本人生徒の
会話の内容を聞き
取ることができ
る。 
・英語の漫画の内
容を読み取ること
ができる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・ALTに原稿の添削
を依頼する表現を
理解している。 
・希望・願望、依
頼・要請、許可の
表現を理解してい
る。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 



Lesson3 
(３時間) 

「カズオ・イ
シグロの『日
の名残り』」
に関する内
容 
※使用場面 
小説 
※言語の働
き 
理由を述べ
る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・有名な作家を紹
介することに積極
的に取り組み、コ
ミュニケーション
を図ろうとする。 
・原因・理由、目
的、結果の表現に
ついての理解を深
め、コミュニケー
ションを図ろうと
する。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・有名な作家を紹
介する英文を書く
ことができる。 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・文学作品につい
て話している会話
の内容を聞き取る
ことができる。 
・英国の文学作品
の内容を読み取る
ことができる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・有名な作家を紹
介する表現を理解
している。 
・原因・理由、目
的、結果の表現を
理解している。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

Lesson4 
(３時間) 

「小笠原の
自然を守る
こと」に関す
る内容 
※使用場面 
説明文 
※言語の働
き 
助言する、
誘う 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自然保護官にな
りたい理由とその
ために必要な条件
を紹介することに
積極的に取り組
み、コミュニケー
ションを図ろうと
する。 
・忠告・義務、必
要、提案・勧誘の
表現についての理
解を深め、コミュ
ニケーションを図
ろうとする。 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・忠告・義務、必
要、提案・勧誘の
表現を理解して適
切な英語を書くこ
とができる。 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・登山時の注意事
項についての内容
を聞き取ることが
できる。 
・自然保護のため
の「カントリーコ

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 



ード」についての
内容を読み取るこ
とができる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自然保護官にな
りたい理由とその
ために必要な条件
を紹介する表現を
理解している。 
・忠告・義務、必
要、提案・勧誘の
表現を理解してい
る。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson5 
(３時間) 

「ナスカの
地上絵」に関
する内容 
※使用場面 
説明文 
※言語の働
き 
描写する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・歴史上の人物の
生涯を紹介するこ
とに積極的に取り
組み、コミュニケ
ーションを図ろう
とする。 
・時間的順序を示
す表現についての
理解を深め、コミ
ュニケーションを
図ろうとする 

セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、
それを参考にしなが
らペアで伝えあう。 

テーマについてペ
アワークでお互い
に協力しながら会
話を続けている。 

ペアでの言語活動
を観察する。ワー
クシートを提出さ
せその内容を取り
組み状況の判断材
料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・歴史上の人物の
生涯を紹介する英
文を書くことがで
きる。 

各セクションの内容
を口頭で要約する。
ペアでメモに基づい
て内容を伝えあう。 

・JTEの問いかけ
に対して英語で答
えたり，英文に関
する英問に解答す
る。 
・各 Stageの練習
問題に解答する。 

ワークシートを提
出させその内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・歴史上の人物の
生涯についての内
容を聞き取るこ
と、読み取ること
ができる。 

セクションごとに関
連した画像などを見
ながら内容を理解す
る。 

・英文を聞いたり
読んだりして内容
を把握し，英語の
質問に答えたり発
表したりする。 

定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・歴史上の人物の
生涯を紹介する表
現を理解してい
る。 
・時間的順序を示
す表現を理解して
いる。 

本文中で用いられる
意味や用法を確認す
る。 

・本文や例文を聞
いたり読んだりす
る。 
・練習問題の指示
を読んで解答す
る。 

言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて知識
が身についている
か判断する。 

Lesson6 
(３時間) 

「アンネ・フ
ランクの隠
れ家」に関す
る内容 
※使用場面 
日記 
※言語の働
き 
描写する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・観光地を紹介す
ることに積極的に
取り組み、コミュ
ニケーションを図
ろうとする。 
・空間配列・方向
の表現についての
理解を深め、コミ
ュニケーションを
図ろうとする。 

・JTE,の発言や CD

を聞いたり，英文を
読んだりして，その
内容を理解し，それ
について話したり，
書いたりする活動を
行う。 

・言語活動を観察
する。 

・JTE の発言や
CD を聞いたり，
英文を読んだりし
て，その内容を理
解し，それについ
て話したり，書い
たりする活動を行
う。 

「外国語表現の能力」 



・空間配置・方向
の表現を理解して
適切な英語を書く
ことができる。 

・ペア，グループで
の対話練習，話し合
いにおいて，相手の
理解を確認しながら
適切な発言ができ
る。 
・自分の考えや意見
を表現する文を書い
たり話したりするこ
とができる。 

・JTE からの質
問に答える。 

・授業における簡
単なインタビュー
テストや筆記テス
トを行う。 

「外国語理解の能力」 
・観光地への道順
を説明している
会話を聞き取る
ことができる。 

・部屋の配置を紹
介する内容を読
み取ることがで
きる。 

a. 冒 頭 の Model 
Paragraph と
Practice の英文や
英語の質問などを
聞いて，内容を把握
することができる。 

b. JTE，ALT や他の
生徒の発言を聞い
て理解することが
できる。 

・英文を読んで内
容を把握し，英語
の質問に答えたり
表にまとめたりす
る。 

・授業において内
容把握を確認す
る英問を行った
り簡単な筆記テ
ストを行う。 

・練習問題などの
解答状況を見
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・観光地を紹介す
る表現を理解して
いる。 
・空間配置・方向
の表現を理解して
いる。 

a. 社会貢献・ボラン
ティアの場面の英
文を理解すること
ができる。 

b. パラグラフの構成
について理解するこ
とができる。 

・Model 
Paragraph や
Practice の英文
を聞いたり読ん
だりする。 

・英問や筆記テス
トを行う。 

 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson7 
(３時間) 

「納豆のお
いしい食べ
方」に関する
内容 
※使用場面 
作文 
※言語の働
き 
説明する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本料理の作り
方を紹介すること
に積極的に取り組
み、コミュニケー
ションを図ろうと
する。 
・方法・様態、数
量の表現について
の理解を深め、コ
ミュニケーション
を図ろうとする。 

・JTE,の発言や CD
を聞いたり，英文を
読んだりして，その
内容を理解し，それ
について話したり，
書いたりする活動を
行う。 

・言語活動を観察
する。 

・JTE の発言や
CD を聞いたり，
英文を読んだりし
て，その内容を理
解し，それについ
て話したり，書い
たりする活動を行
う。 

「外国語表現の能力」 

・方法・様態、数
量の表現を理解し
て適切な英語を書
くことができる 

・ペア，グループで
の対話練習，話し合
いにおいて，相手の
理解を確認しながら
適切な発言ができ
る。 
・自分の考えや意見
を表現する文を書い
たり話したりするこ
とができる。 

・JTE からの質
問に答える。 

・授業における簡
単なインタビュー
テストや筆記テス
トを行う。 

「外国語理解の能力」 

・日本料理の作り
方の手順について
の会話の内容を聞
き取ること、読み
取ることができ
る。 

a. 冒 頭 の Model 
Paragraph と
Practice の英文や
英語の質問などを
聞いて，内容を把握
することができる。 

b. JTE，ALT や他の
生徒の発言を聞いて
理解することができ
る。 

・英文を読んで内
容を把握し，英語
の質問に答えたり
表にまとめたりす
る。 

・授業において内
容把握を確認す
る英問を行った
り簡単な筆記テ
ストを行う。 

・練習問題などの
解答状況を見る。 



「言語や文化についての知識・理解」 
・日本料理の作り
方を紹介する表現
を理解している。 
・方法・様態、数
量の表現を理解し
ている。 

a. 平和・人権の場面
の英文を理解する
ことができる。 

b. 時間配列と空間配
列のパラグラフ展開
について理解するこ
とができる。 

・Model 
Paragraph や
Practice の英文を
聞いたり読んだり
する。 

・英問や筆記テス
トを行う。 

Lesson8 
(３時間) 

「英語以外
の外国語」に 
関する内容 
※使用場面 
スピーチ原
稿 
※言語の働
き 
賛成する、反
対する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・若者がブランド
品を持つことの是
非について述べる
ことに積極的に取
り組み、コミュニ
ケーションを図ろ
うとする。 
・賛成、反対の表
現についての理解
を深め、コミュニ
ケーションを図ろ
うとする。 

・JTE,の発言や CD
を聞いたり，英文を
読んだりして，その
内容を理解し，それ
について話したり，
書いたりする活動を
行う。 

・言語活動を観察
する。 

・JTE の発言や
CD を聞いたり，
英文を読んだりし
て，その内容を理
解し，それについ
て話したり，書い
たりする活動を行
う。 

「外国語表現の能力」 
・賛成、反対の表
現を理解して適切
な英語を書くこと
ができる。 

・ペア，グループで
の対話練習，話し合
いにおいて，相手の
理解を確認しながら
適切な発言ができ
る。 
・自分の考えや意見
を表現する文を書い
たり話したりするこ
とができる。 

・JTE からの質
問に答える。 

・授業における簡
単なインタビュー
テストや筆記テス
トを行う。 

「外国語理解の能力」 

・自由競争の是非
について会話の内
容を聞き取ること
ができる。 
・英語以外の外国
語を学習すること
の是非についての
意見を読み取るこ
とができる。 

a. 冒 頭 の Model 
Paragraph と
Practice の英文や
英語の質問などを
聞いて，内容を把握
することができる。 

b. JTE，ALT や他の
生徒の発言を聞いて
理解することができ
る。 

・英文を読んで内
容を把握し，英語
の質問に答えたり
表にまとめたりす
る。 

・授業において内
容把握を確認す
る英問を行った
り簡単な筆記テ
ストを行う。 

・練習問題などの
解答状況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・若者がブランド
品を持つことの是
非について述べる
表現を理解してい
る。 
・賛成、反対の表
現を理解してい
る。 

a. 環境の場面の英文
を理解することが
できる。 

b. 原因と結果のパラ
グラフ展開について
理解することができ
る。 

・Model 
Paragraph や
Practice の英文を
聞いたり読んだり
する。 

・英問や筆記テス
トを行う。 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson9 
(３時間) 

「Life is X 
+ Y」に関する
内容 
※使用場面 
説明文 
※言語の働
き 
説明する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日米中韓４カ国
の高校生の意識を
比較することに積
極的に取り組み、
コミュニケーショ
ンを図ろうとす
る。 
・例証、比較・対
照、譲歩の表現に
ついての理解を深
め、コミュニケー
ションを図ろうと

・JTE,の発言や CD
を聞いたり，英文を
読んだりして，その
内容を理解し，それ
について話したり，
書いたりする活動を
行う。 

・言語活動を観察
する。 

・JTE の発言や
CD を聞いたり，
英文を読んだりし
て，その内容を理
解し，それについ
て話したり，書い
たりする活動を行
う。 



する。 

「外国語表現の能力」 
・例証、比較・対
照、譲歩の表現を
理解して適切な英
語を書くことがで
きる。 

・ペア，グループで
の対話練習，話し合
いにおいて，相手の
理解を確認しながら
適切な発言ができ
る。 
・自分の考えや意見
を表現する文を書い
たり話したりするこ
とができる。 

・JTE からの質
問に答える。 

・授業における簡
単なインタビュー
テストや筆記テス
トを行う。 

「外国語理解の能力」 

・電車内のマナー
について会話する
内容を聞き取るこ
とができる。 
・人生を形成する
2つの要素を紹介
する内容を読み取
ることができる。 

a. 冒 頭 の Model 
Paragraph と
Practice の英文や
英語の質問などを
聞いて，内容を把握
することができる。 

b. JTE，ALT や他の
生徒の発言を聞いて
理解することができ
る。 

・英文を読んで内
容を把握し，英語
の質問に答えたり
表にまとめたりす
る。 

・授業において内
容把握を確認す
る英問を行った
り簡単な筆記テ
ストを行う。 

・練習問題などの
解答状況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・日米中韓４カ国
の高校生の意識を
比較する表現を理
解している。 
・例証、比較・対
照、譲歩の表現を
理解している。 

a. 地域社会・社会生
活の場面の英文を
理解することがで
きる。 

b. 列挙と例示のパラ
グラフ展開について
理解することができ
る。 

・Model 
Paragraph や
Practice の英文を
聞いたり読んだり
する。 

・英問や筆記テス
トを行う。 

Lesson10 
(３時間) 

「スローフ
ード」に関す
る内容 
※使用場面 
エッセー 
※言語の働
き 
要約する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・要約することに
積極的に取り組
み、コミュニケー
ションを図ろうと
する。 

・JTE,の発言や CD
を聞いたり，英文を
読んだりして，その
内容を理解し，それ
について話したり，
書いたりする活動を
行う。 

・言語活動を観察
する。 

・JTE の発言や
CD を聞いたり，
英文を読んだりし
て，その内容を理
解し，それについ
て話したり，書い
たりする活動を行
う。 

「外国語表現の能力」 
・聞いたり・読ん
だりした内容を要
約して話すこと、 
読むことができ
る。 

・ペア，グループで
の対話練習，話し合
いにおいて，相手の
理解を確認しながら
適切な発言ができ
る。 
・自分の考えや意見
を表現する文を書い
たり話したりするこ
とができる。 

・JTE からの質
問に答える。 

・授業における簡
単なインタビュー
テストや筆記テス
トを行う。 

「外国語理解の能力」 

・スローフードに
ついての文章の内
容を聞き取るこ
と、読み取ること
ができる。 

a. 冒 頭 の Model 
Paragraph と
Practice の英文や
英語の質問などを
聞いて，内容を把握
することができる。 

b. JTE，ALT や他の
生徒の発言を聞いて
理解することができ
る。 

・英文を読んで内
容を把握し，英語
の質問に答えたり
表にまとめたりす
る。 

・授業において内
容把握を確認す
る英問を行った
り簡単な筆記テ
ストを行う。 

・練習問題などの
解答状況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 



・要約の手順を理
解している。 
・要約に使われる
表現を理解してい
る。 

a. 異文化・国際理解
の場面の英文を理
解することができ
る。 

b. 比較と対照のパラ
グラフ展開について
理解することができ
る。 

・Model 
Paragraph や
Practice の英文を
聞いたり読んだり
する。 

・英問や筆記テス
トを行う。 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part3 
Apeaking1 
(２時間) 

「 Speech / 
Presenta- 
tion」に関す
る内容 
※使用場面 
スピーチ・プ
レゼンテー
ション 
※言語の働
き 
説明する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・スライドやグラ
フを用いてスピー
チやプレゼンテー
ションをすること
に積極的に取り組
み、コミュニケーシ
ョンを図ろうとす
る。 
・スピーチやプレ
ゼンテーションで
使われる表現につ
いての理解を深め、
コミュニケーショ
ンを図ろうとする。 

・JTE,の発言や CD

を聞いたり，英文を
読んだりして，その
内容を理解し，それ
について話したり，
書いたりする活動を
行う。 

・言語活動を観察
する。 

・JTE の発言や
CD を聞いたり，
英文を読んだりし
て，その内容を理
解し，それについ
て話したり，書い
たりする活動を行
う。 

「外国語表現の能力」 

・序論、本論、結論
を念頭に、スピーチ
やプレゼンテーシ
ョンの原稿を書く
ことができる。 

・ペア，グループで
の対話練習，話し合
いにおいて，相手の
理解を確認しながら
適切な発言ができ
る。 
・自分の考えや意見
を表現する文を書い
たり話したりするこ
とができる。 

・JTE からの質
問に答える。 

・授業における簡
単なインタビュー
テストや筆記テス
トを行う。 

「外国語理解の能力」 

・他人のスピーチ
やプレゼンテーシ
ョンの内容を聞き
取ることができ
る。 
・スライドやグラ
フを用いたスピー
チやプレゼンテー
ションで使われる
英語表現を読み取
ることができる。 

a. 冒 頭 の Model 
Paragraph と
Practice の英文や
英語の質問などを
聞いて，内容を把握
することができる。 

b. JTE，ALT や他の
生徒の発言を聞いて
理解することができ
る。 

・英文を読んで内
容を把握し，英語
の質問に答えたり
表にまとめたりす
る。 

・授業において内
容把握を確認す
る英問を行った
り簡単な筆記テ
ストを行う。 

・練習問題などの
解答状況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・スピーチやプレ
ゼンテーションで
使われる表現を理
解している。 

a. マスメディアの場
面の英文を理解す
ることができる。 

b. 要約・言い換え・
付加・強調のパラグ
ラフ展開について理
解することができ
る。 

・Model 

Paragraph や
Practice の英文を
聞いたり読んだり
する。 

・英問や筆記テス
トを行う。 

Speaking2 
(２時間) 
 
 
 
 
 
 
 

「Boulder- 
ing」に関す
る内容 
※使用場面 
学校／スピ
ーチ 
※言語の働
き 
紹介する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の趣味を紹
介することに積極
的に取り組み、コ
ミュニケーション
を図ろうとする。 
・スピーチで使わ
れる表現について
の理解を深め、コ
ミュニケーション

・JTE,の発言や CD

を聞いたり，英文を
読んだりして，その
内容を理解し，それ
について話したり，
書いたりする活動を
行う。 

・言語活動を観察
する。 

・JTE の発言や
CD を聞いたり，
英文を読んだりし
て，その内容を理
解し，それについ
て話したり，書い
たりする活動を行
う。 



を図ろうとする。 

「外国語表現の能力」 

・自分の趣味を紹
介する英文を書く
ことができる。 

・ペア，グループで
の対話練習，話し合
いにおいて，相手の
理解を確認しながら
適切な発言ができ
る。 
・自分の考えや意見
を表現する文を書い
たり話したりするこ
とができる。 

・JTE からの質
問に答える。 

・授業における簡
単なインタビュー
テストや筆記テス
トを行う。 

「外国語理解の能力」 

・自分の趣味を紹
介する内容を聞き
取ること,読み取る
ことができる。 

a. 冒 頭 の Model 
Paragraph と
Practice の英文や
英語の質問などを
聞いて，内容を把握
することができる。 

b. JTE，ALT や他の
生徒の発言を聞いて
理解することができ
る。 

・英文を読んで内
容を把握し，英語
の質問に答えたり
表にまとめたりす
る。 

・授業において内
容把握を確認す
る英問を行った
り簡単な筆記テ
ストを行う。 

・練習問題などの
解答状況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・自分の趣味を紹
介する表現を理解
している。 
・スピーチで使わ
れる表現を理解し
ている。 

a. 歴史・地理の場面
の英文を理解する
ことができる。 

b. エッセイの構成に
ついて理解すること
ができる。 

・Model 

Paragraph や
Practice の英文を
聞いたり読んだり
する。 

・英問や筆記テス
トを行う。 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Speaking3 
(２時間) 

「Are they 
Just Like 
Us ?」に関す
る内容 
※使用場面 
学校・スピー
チ 
※言語の働
き 
主張する 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペットを人間と
同様に扱うことに
ついて意見を述べ
ることに積極的に
取り組み、コミュニ
ケーションを図ろ
うとする。 
・スピーチで使わ
れる表現について
の理解を深め、コミ
ュニケーションを
図ろうとする。 

・JTE,の発言や CD

を聞いたり，英文を
読んだりして，その
内容を理解し，それ
について話したり，
書いたりする活動を
行う。 

・言語活動を観察
する。 

・JTE の発言や
CD を聞いたり，
英文を読んだりし
て，その内容を理
解し，それについ
て話したり，書い
たりする活動を行
う。 

「外国語表現の能力」 

・ペットを人間と
同様に扱うことに
ついてどう思うか
の英文を書くこと
ができる。 

・ペア，グループで
の対話練習，話し合
いにおいて，相手の
理解を確認しながら
適切な発言ができ
る。 
・自分の考えや意見
を表現する文を書い
たり話したりするこ
とができる。 

・JTE からの質
問に答える。 

・授業における簡
単なインタビュー
テストや筆記テス
トを行う。 

「外国語理解の能力」 

・ペットを人間と
同様に扱うことに
ついての意見を聞
き取ることができ
る。 

a. 冒 頭 の Model 
Paragraph と
Practice の英文や
英語の質問などを
聞いて，内容を把握
することができる。 

b. JTE，ALT や他の
生徒の発言を聞いて

・英文を読んで内
容を把握し，英語
の質問に答えたり
表にまとめたりす
る。 

・授業において内
容把握を確認す
る英問を行った
り簡単な筆記テ
ストを行う。 

・練習問題などの
解答状況を見る。 



理解することができ
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・ペットを人間と
同様に扱うことに
ついての意見を述
べる表現を理解し
ている。 
・スピーチで使わ
れる表現を理解し
ている。 

a. 歴史・地理の場面
の英文を理解する
ことができる。 

b. エッセイの構成に
ついて理解すること
ができる。 

・Model 

Paragraph や
Practice の英文を
聞いたり読んだり
する。 

・英問や筆記テス
トを行う。 

Spaking4 
(２時間) 

「 Vietnam」
に関する内
容 
※使用場面 
学校・プレゼ
ンテーショ
ン 
※言語の働
き 
紹介する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・ 訪れてみたい国

を紹介すること
に積極的に取り
組み、コミュニ
ケーションを図
ろうとする。 

・ プレゼンテーシ
ョンで使われる
表現についての
理解を深め、コ
ミュニケーショ
ンを図ろうとす
る。 

・書かれた英文やプ
レゼンテーション
についての情報を
積極的に読み取ろ
うとする。 

・ペアワークやグル
ープワークにおい
て積極的に発言し
たりする。英語の
質問に答えたり，
自分の考えを英語
で表現しようとす
る。 

JTEの発言や CD
を聞いたり，英文
を読んだりして，
その内容を理解
し，それについて
話したり，書いた
りする活動を行
う。 

・話す，書くを中
心に言語活動を
観察する。 

・ワークシートを
提出させ，取り
組みの状況の判
断材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 
・訪れてみたい国
を紹介する英文
を書くことがで
きる。 

・発表のためのメモ
を書くことができ
る。 

・自分の考えや意見
を表現する文を書
いたり話したりす
ることができる。 

・英文に関する英
問に解答したり
発表を行ったり
する。 

 

・授業における簡
単なインタビュ
ーテストや筆記
テストを行う。 

 

「外国語理解の能力」 

・訪れてみたい国
についての内容を
聞き取ること、読
み取ることができ
る。 

他の生徒の発言を聞
いて理解することが
できる。 

英文を読んで内容
を把握し，英語の
質問に答えたり表
にまとめたりす
る。 

授業において内容
把握を確認する英
問を行ったり簡単
な筆記テストを行
う。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・訪れてみたい国
を紹介する表現を
理解している。 
・プレゼンテーシ
ョンで使われる表
現を理解してい
る。 

a. 身近な環境問題の
場面の英文を理解
することができる。 

b. プレゼンテーショ
ンの表現について理
解することができ
る。 

・本文や例の英文
を聞いたり読ん
だりする。 

・練習問題の指示
を読んで解答した
り，活動を行った
りする。 

・英問や筆記テス
トを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


